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ヒメサユリ培養子球の休眠打破に及ぼす低温

及び GA3処 理の効果
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Summary

The transplanting to soil of Zガ′グππ r“ιιι′απ Baker bulblets cultured in a Murashige

and Skoog's medium(see table l)was investigated.

Leaf emergence fromゲ ″υJ′″ο cultured bulblets was inhibited after the transplanting

into soil without any previous treatment. Temperature tieatment(8° C or less)

prior to transplanting had the effect of stimulating leaf emergence from the bulblets

Bulblets, chilled at 4° C for 12 weeks, accOmplished their leaf emergence 20 days

after transplanting, but leaf emergence from bulblets chilled for 10 、 veeks or less

depended on the growth temperatures after transplanting, suggesting that chilling

at 4°C for 12 weeks was required to completely break the bulblet dormancy.

GA3 WaS applied to non― chilled, partly chilled and fuHy chilled bulblets by

imlnersing and shaking them in distilled water containing GA3 at a COncentration

Of more than 25Q mglZ・  ThiS treatment stimulated leaf emergence even in non― chill‐

ed bulblets after transplanting, but it was less effective for breaking dormancy when

compared with the chilling treatment(4° C fOr 12 weeks)  In partly and fuHy chilled

G A 3 ~ t r e a t e d  b u l b l e t s , t h e  G A 3  t r e a t m e n t  a p p e a r e d  t o  h a v e  t hきe f f e c t  O f  r e d u c i n g  a n d

substituting for the chilling period in respect to rate and percentage of leaf

emergence and in deve10pment of bulblets after transplanting.

緒  言

培養による種苗生産はすでに多 くの種類の植物で試み

られ, この方法により従来の栄養繁殖法 と比べ短期間に

大量の苗が得られることが明らか となっている(19).こ

の種苗生産法が従来の栄養繁殖法より効率的であるため

には,試 験管内での増殖率 が す ぐれているばか りでな

く,移 植後の生育が確実に行われることが必要である.

テッポウユ リ(15)やヤマユ リ(17)においては培養温度や

ショ糖濃度, グラジオラスでは培地に含まれる無機塩や

生長調整物質の種類や濃度(20)が移植後の子球の発根や

出葉に影響 し, また, ヒメサユリ子球の移植後の出葉 も

1987年1月 12日 受 理

本報告の一部は園芸学会昭和 60年 春季及び 61年 春

季,秋 季大会で発表 した.

*現 在 新 潟 クボタ(株)

培地に添加 した生長調整物質の種類と濃度及び培養中の

光条件に左右される(11)と報告されている。

本研究は, ヒメサユリの培養子球の移植後の生育を確

実に行 うために必要な処理温度とその期間を決定すると

ともに, ジベレリン (GA3)処 理が移植後 のヒメサユリ

培養子球の出葉や生長促進に効果があるかどうかを明ら

かにするために行った.      .

材 料 及 び 方 法

(1)子 球 の培 養

葉切片培養(9,10),子球培養(11)及び鱗片培養(12)を

第 1表 に示 した順序に行った 本 研究 で は, 鱗片培養

(第1表,Stage Ⅲ)で 形成された子球を分離 して, 以

下に述べる方法で子球を培養 した。培地は Murashige

and Skoogの無機塩 (8)に 100 mg′ノィノツトール,

0.5 mg′′ニコチン酸,0.5mgノ′ピリドキシン,0.lmg′′
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チア ミン,2 mgノ′グリシン及び 0・l mg′′NAAを 添加

し,pH 5.6～ 5。7に 調整 した そ して5%シ ョ糖,0.7%

寒天粉末を添加 して溶解 した。培地は 50 ml三角フラス

コに約 20 mlずつ分注 し, オー トクレープで 1.2kg/cm2,

121°Cで 10分間滅菌 した。これらの培地に鱗片培養で形

成された子球を各 5個 体ずつ置床 して,24± 1°C,150～

3001Xの 散光条件下で 8～ 10週間培養 した (第 1表 .

Stage V).

子球はフラスコか ら取 り出したあ と根を切除 し,水 道

水でよく洗い,各 実験に供試 した

(2 )移 植 前 の 処 理 温 度 と移 植 後 の 栽 培 温 度

子球は湿ったバー ミキュライ トとよく混ぜたあ と,厚

さ0.03 mmの ポ リエチレン袋に入れて 口を輪 ゴムで閉

じた。そ して4,8,15及び25°C(対 照区)で 10,12,14及び

16週間処理 した。処理終了後,子 球は再び水道水でよく

洗い,り|1砂:腐葉土=1:2(v′ v)の入った育苗箱 (50×

35×7.5cm)に 約 2cm間 隔で植え,約 lCmの 覆土 を

行った。栽培は無施肥で行った

育苗箱に移植 した子球は最高温度約 25°C,最 低温度約

15°Cで 自動開閉するように調節 したガラス温室 の 自然

日長下で栽培 した。そ して鱗片葉が地上 に約 lCm以 上

伸長 した子球を出葉子球 とみなして,出 葉開始日及び出

葉率を調査 した

移植後の栽培温度が子球の生育に及ぼす影響を調べる

ために,上 述の方法を用いて子球を 4°Cで o(対 照区),

2,4,6,8,10及び12週間処理 したあと育苗箱に植えた。そ

して自然 日長下,15± 1°C,20± 1°C及 び 25±1°Cに 調

節 した人工気象室で栽培 して,出 葉開始日及び出葉率を

調査 した

(3)GA3溶 液 へ の 浸 漬 処 理

GA3溶 液は lg GA3(関 東化学)を 99%エ チルアル

コール 10 mlに溶か したあと, 蒸留水を加えて 1000 ml
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として原液とした。そ して各実験ごとに所定の濃度にな

るように蒸留水で希釈 した。希釈 した GA3溶 液のアル

コール濃度は各々異なるが, 5%以 下のエチルアルコー

ルは子球 の 出葉 に対 してほとんど影響 しないことか

ら(13),各 GA3溶 液のアルコール濃度差は本実験では

考慮 しなかった.

GA3濃 度が子球の出葉に及ぼす効果 を調べた,実 験

には,湿 ったバーミキュライトに混 ぜて,あ らかじめ

1,2及び 3週間,4°Cで 低温処理した子球及び全く低温

処理をしなかった子球 (低温処理 0週間)を 供試した.

子球は水道水でよく洗ったあと,水 (対照区)又 は100,

250,500,750及び 1000 mg′′GA3溶 液を50 ml含む 100

ml三 角フラスコに30～40子球ずつ入れ,24± 1°Cの恒温

室で24時間,約 70回/分,往 復振とうした.処 理終了後,

子球を再び水道水でよく洗い,す でに述べた方法に従っ

て育苗箱に植え, ガラス温室で栽培 して出葉開始日及び

出葉率を調査 した。

低温処理と GA3処 理の併用で出葉 した子球の生長を

調べた。子球は4°Cで o(対照区),2,4,6,8,10及び12週

間処理 したあと,水 (対照区), 250及び 500 mg′′GA3

溶液に,上 述 した方法で24時間浸漬 した.育 苗箱に植え

たあと,移 植 3週間後に出葉率を調べ,12週 間後には各

子球の根を出来る限り切らないように掘 り上げた。そし

て水道水で洗ったあと,葉 ,子 球及び根に区分 して,そ

れぞれの新鮮重を測定 した.葉 は葉状鱗片のうち子球の

頂部より出ている葉柄を含んだ部分とし,複 数の葉が伸

長 している場合はそれらすべてを1子球の葉重とした。

根はそれらの基部で切断し,残 りの部分を子球とした。

各実験に供試 した子球数及び移植時の子球生体重につ

いては実験結果で述べる.

ヒメサユ リ培養子球の休眠打破に及ぼす低温及び GA3処 理の効果

Table 1. An outline of methods for obtaining the Lilium rubellum Baker bulblets used.

Stage I : Leaf-segements were excised from the basal part of grorving leaves and cultured ia darkness for 12 weeks

in  a  MS-med ium"  supp lemen ted  w i t h  L .0mg l l  NAA  and  0 .  lme l l  BA  a t  24+ l 'C

Stage I I  :  Bulb lets formed in the leaf-segment cul tures were excised and cul tured for  about 8 weeks in a MS-medium

supplemented wi th 0.  lmg/ l  NAA and 0 001 mg/ l  BA ^t  24+ l t  under l ight  condi t ions i l luminated wi th 20W

white f luorescent lamps, g iv ing about 150-300 lx.

Stage III : Scales were excised ftom in uitro growing bulblets and cultured for 8 weeks under the same cultural envi-

ronments as in stage I I ,  in  a MS-medium supplemented wi th 0 i  mg/ l  NAA.

Stage IV:  Bulblets developed in the scale cul tures were isolated and cul tured for  about 8 weeks under the same cul t -

ural  environments as in stage I I ,  in  a MS-medium supplemented wi th 0 1mg/ l  NAA.

'  The MS-medium consisted

mg/ l  myo- inosi to l ,  0.  S mg/ l

agar.

of  Munesslce and Sxooc's inorganic medium (1962) together wi th

nicotinic acid, 0.5 mg/l pyridoxine-HCl, 0. I mg/l thiarr'ine-HCl, 5%

2 mg/ l  g lyc ine,  100

sucrose,  and 0.7%
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7    14   21    28

Days after transplanting

7     14    21

間の子球は栽培温度に 関係 なくほとんど出葉 しなかっ

た。一方, 4週 間以上の低温処理をした子球の出葉は栽

培温度が高いほど促進された (第 2図 )。 しか し25°Cで

栽培 した一部の子球では,葉 が生育途中で枯死す る場合

も見られ,栽 培適温は 25°Cよ り低い温度 であることが

わかった

12週間処理の子球は,い ずれの栽培温度でも移植20日

後にはほぼ出葉を終え,栽 培温度の影響をほとんど受け

なかった (第 2図 )し か し,4,6,8及び10週間低温処理

した子球の出葉は移植後の栽培温度の影響を受けた 4

及び 6週 間処理 の 子球 の 出葉 は 20°C(第 2図 ―B)と

25°C区 (第 2図 ―C)で いずれも50%以 下で,15°C(第

2図 ―A)で は全 く出葉 しなかった。また 8及 び10週間

処理 の 子球 の うち, 栽培温度が 20°C(第 2図 ―B)と

25°C(第 2図 ―C)の 子球 の 出葉は,12週 間処理の子球

と比べやや劣 り,15°C(第 2図 ―A)で は子球の70%以

上が出葉 したのは移植40日後であった。

以上のことか ら,培 養で得たヒメサユリ子球を移植す

る場合,あ らかじめ4°Cで12週間低温処理して,移植後

はほぼ 20°C前 後 の温度で 栽培 すれば よいことがわか っ

た

実 験 H GA3処 理 が 移 植 後 の子 球 の 出 葉 と 生
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Fig. 1. Leaf emergence from in oitro cultured bulblets of Lilium rubellum Baker after

t ransplant ing.  Bulblets were stored at  d i f ferent  temperatures of  (A) 4t1 'A'  (B) 8+1"C'

and (C) 15t1"C for  d i f ferent  durat ion,  IO,12,14,  and 16 weeks pr ior  to t ransplant ing.

Thir ty bulb lets per t reatment were used.

結  果

実 験 I 移 植 前 の 処 理 温 度 と期 間 及び 移 植 後

の 栽 培 温 度 が 子 球 の 出 葉 に 及ぼす影

響

(1 )移 植 前 の 処 理 温 度 子球は4, 8 , 1 5及び 25°C

でそれぞれ10,12,14及び16週間処理 したが,25°Cで 処理

した子球は移植 4週 間後まで全 く出葉 しなかったので,

その結果は省略 した

4°Cで 16週間低温処理 した子球が最も早 く出葉を開始

した。そ して 4°Cで 12週 間以上処理 した子球 の 出葉率

は,移 植14日後には80%以 上 とな り,21日 後にはほとん

ど差がなかった 一 方,10週 間処理 した子球の出葉は移

植14日以後に始まり,28日 後には他の処理区と17tぼ等 し

い出葉率となった (第 1図 ―A).

8°Cで 処理 した子球は,そ の処理期間が 子球の出葉開

始及び出葉率に大きく影響 した.16週 間処理 した子球は

4°Cで 16週間処理 した子球 と類似 した 出葉パターンを示

したが,処 理期間が 14週 間以下の子球 の 出葉開始は遅

れ,12及 び14週間の子球がすべて出葉 したのはそれぞれ

移植 28及 び21日後であった ま た 10週間処理の子球で

は, 出葉は移植14日以後に始まり,移 植28日後の最終出

葉率は60%で あった (第 1図 ―B)

15°Cで処理 した子球はその処理期間の長短に関係なく        長 に 及 ぼ す 影 響

ほとんど出葉せず,移 植前の 15°C処 理は子球 の 出葉に   (1)GA3溶 液 浸 漬 処 理 に よる 出葉 の促進 低

対 して促進効果を持たないことがわかった(第1図 ―C)・  温 処理をしない子球及び1,2及び 3週 間の低温処理 した

以上の結果,8°C以 下の低温処理が培養子球の 移植後  子 球を用いて,GA3の 処理濃度 (0,100,250,500,750及

の出葉に有効で,短 期間で出葉させるには 4°Cで 12週間  び 1000 mg′′)が 子球の出葉開始の早晩及び出葉率に及

以上の処理が必要であることが明らか となった.     ぼ す影響を調べた.

(2)低 温 処 理 (4°C)の 期 間 と移 植 後 の栽 培 温   い ずれの処理区の子球も移植後 7日 を過ぎてから出葉

度 低 温処理を しない子球 (対照区)及 び低温処理 2週   を 開始 した (第 3図 )
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Days af ter  t ransplant ing

Fig.  2.  Ef iect  of  growth temperatures af ter  t ransplant ing (A,  t5+l"C; B,  20+1rc i  C,  25+

1"C) on leaf emergence from L. rubellum bulblets stored at 4+l"C for different dura-

t ions.  Fi f ty  bulb lets per t reatment were used.

o-. Water

e-e GArl00mg/l

.-. b 250 .
o-o r 500 +
a-a o 150 t
q-s a lflfl[ z

7 1 4 2 1 2 8 7 1 4 2 t 2 8
Days af ter  t ransplant ing

Fig. 3. Effect of bulblet immersion into GAs solution on leaf emergence from Z rubellum
bulblets af ter  t ransplant ing.  The bulb lets were stored at  4+l 'C for  d i f ferent  durat ions
(non-chi l l ing,  l - ,  2- ,  and 3-week chi l l ing,  respect ively) .  Each of  bulb lets was soaked
in solutions of different concentrations of GAs for 24 hours prior to transplanting into
soi l .  Forty bulb lets per t reatment were used.
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低温処理をしないで GA3単 独処理 した子球の移植14

日後の出葉は30%以 下であったが,そ れ以後急速に出葉

した (第3図―A).こ れらの子球では GA3濃 度が高く

なるとともに出葉は促進され,250 mg′′以上の GA3溶

液で処理 した子球は移植28日後には80%以 上となった。

1,2及び 3週間低温処理 した子球を異なる濃度の GA3

に浸漬 したあと移植 した場合,250 mgノ′以上の GA3は

その処理濃度に関係なくはぼ同程度に子球の出葉を促進

した (第3図―B,―C,―D)。 そ して低温処理期間の長短

にはほ とんど関係なく, どの処理区の子球も移植 7日 を

過ぎてから急速に出葉し,21日後の出葉はほぼ80%以上

であった。

以上の結果, ヒメサユリ培養子球は移植前の250mg′′

以上の GA3溶 液の浸漬処理でも出葉すること, また,
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短期間の低温処理と GA3処 理を併用すれば子球の出葉

はさらに促進され, これらの子球の出葉は12週間低温処

理の子球の出葉 とはぼ等 しいことが明らかとなった。

(2)GA3処 理 した子 球 の移 植 後の 生 長 低温

処理及び GA3処 理のいずれの処理も行わなかった子球

は全く出葉せず,移 植12週間後には28%の子球が腐敗 し

ていた ま た原因は不明であるが,他 の処理区のうち4

週間低温処理のみを行った区で腐敗子球がやや多かった

(第2表)

移植 3週間後の出葉率は各処理間ではっきりとした差

があった 低 温処理期間が長くなるとともに出葉率は高

くなったが,低 温処理 6週間以下では出葉率60%以下と

な り,低 温処理 8週 間以上ではほぼ 100%の 出葉率であ

った 低 温処理 と GA3処 理の併用効果はいずれの処理

区でも見られ,特 に短期間の低温処理区 では GA3処 理

の併用により出葉率は 大幅 に向上 した (第 2表 )し か

し,短 期の低温処理 と GA3処 理により伸長 した葉は,

12週間の十分な低温にあつて伸長 した葉 と比べ葉身幅が

狭 くて細長いことが特徴的であった (第 4図 )

平均出葉日は子球の低温処理期間が長くなるとともに

早 くな り,GA3処 理の併用によりさらに早 まった 特

に, 6週 間の低温処理を した子球では GA3処 理の併用

効果が顕著で,平 均出葉 日は低温処理のみ行った子球 と

比べ約 6日 も早 くなった (第2表 )

12週間後,す べての子球を掘 り上げて子球の生長を調

べた 12週 間低温処理のみを行った子球 (対照区)は 移

植時の1.05倍であまり生長 していなかった。また,低 温

処理を しない子球, 2週 間低温処理の子球及び低温処理

を しないで GA3処 理のみを行った子球はマイナス生長

を示 した 一 方,低 温処理 と GA3処 理をした子球の生

長は,一 部の例外はあったが,そ れぞれ低温処理のみを

行った子球の生長 と比べて全般的にす ぐれ,12週 間低温

処理のみを行った子球 の 生長 と比 べてもよかった.特

に,10ま たは12週間低温処理 した子球では500mg′JGA3

処理の効果が顕著であった (第 2表 )

葉状鱗片の葉の部分の生体重及び根重は低温処理期間

が長 くなるとともにはぼ増加する傾向を示 した そ して

GA3処 理を併用 した場合, 低温処理 しない子球及び 2

週間処理の子球では出葉及び発根が促進されて葉及び根

の生体重が増加 したが, 4週 間以上低温処理 した子球で

は GA3処 理の 併用効果 はほとんど認 められなかった

(第2表 )

考   察

ヒメサユリ培養子球の移植後 の 出葉 には, 移植前に

8°C以 下で低温処理す る必要があ り,子 球の休眠を完全

Fig.4.  Typical grOwth Of lea、 ・es emerging from bul‐

blets after  transplanting  Tlle bulblets 、 vere

stored at 4± 1°C for different durations and then

s O a k e d  i n  s o l u t i O n s  O f  G A 3  2 5 0  m g /′f o r  2 4  h o u r s

before transplanting   Left to right:  12 week

c h i n i n g  W i t h o u t  i m m e r s i o l l ; i m m e r s i o n  w i t

chilling; and immersion f01lo、ving 2-, 4-, 6-,

8-, 10-, and 12-week chilling, respectively  The

nlarker represents l cm

に打破 して短期間に十分 な出葉を確保す るには 4°C,12

週間以上の処理が有効であ ることがわか った (第 1図 ).

ヒメサユ リの種子は地中で発芽 したあ とす ぐには本葉第

1葉 を伸長せず, 10°C以 下 で 3ケ 月以上処理 す ると65

%以 上 の実生球が出葉 し(4),ま た.促 成栽培で良質な

花を得るためには本冷蔵 (1°C)を 80日間以上行 う必要

があ る(6), と報告され ている こ の ように, ヒメサ ユ

リの実生球や組織培養で得た子球の出葉及び促成栽培に

有効 な処理温度及び期間はほぼ一
致 し, このユ リの休眠

打破には比較的長い低温処理が 必要 であ り,45°Cで 30

分間 または 4°Cで 1週 間の温度処理をすれば移植 6週 間

後 に80%以 上の子球が出葉す るテ ッボ ウユ リ(16)とは異

なることがわか った こ れは遺伝的な違 いに基づ くもの

と思われ,ヒ メサ ユ リはテ ッポ ウユ リよ り強 い休眠性を

示す ユ リであ ることがわか った

ジベ レリン処理もヒメサユ リ培養子球の出葉に有効で

あることがわかった し か し,GA3を 単独 で処理 した

ヒメサユ リ子球の出葉開始は大幅に遅れ (第 3図 ―A),

その葉身幅は十分な低温処理を受けた子球の鱗片葉 と比

べ狭 く (第4図 ),子 球の生長も劣った (第 2表 )こ の

ように,GA3単 独処理は低温処理 による ヒメサユ リ子

球の休眠打破効果を完全には代替できないが, 低温処理

と併用すればヒメサユ リ子球の休眠打破に必要な低温処

理期間は大幅 に 短縮されることがわかった (第 3図 ).

チュー リップ(5)や ユリ(7,14)の促成栽培でも,開 花の

促進に必要な低温処理期間はジベ レリン処理で短縮でき

るが, この場合も低温 との併用が必要であると報告され

ている.

貯 ギ

l
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Table 2.  Effect of GA3 0n the growth Of 二 .″“ι′ι′zπ Baker bulblets after transplanting into sOil:  The

bulblets 、rere stored at 4±1°C for different duratiOns, soaked fOr 24 hours in s。lutiOns containing 250

o r  5 0 0  m g′′GA3 ,  a n d  t h e n  t r a n s p l a n t e d  i n  s O i l .  F o r t y  b u l b s  w e r e  u s e d  i n  e a c h  t r e a t m e n t .±in d i c a t e s

standard error Of the mean

Treatment

Chilling  GA3

(weeks) (mg/ノ )

% o f
bulblets

w i th  g row-  '1 l l r 'o
ins leaves 3 '" '

w-eeksafter emergence'
transpanting

Mean fresh Mean fresh
weight  of  weight  of
leaves per roots per

bulblet  bulb iet
(ms) (ms)

Bulbs harvested 12 weeks af ter  t ransplant ing
Mean fresh
weight  of
bublets on
transplant-
ing in soi l

0

250

500

0

250

500

0

250

500

0

250

500

0

250

500

0

250

500

0

250

500

206± 12

221lL 20

228± 15

213=L13

1 8 1 ±6

180=L10

185==8

217=ヒ15

207± 10

201± 16

184± 17

191± 16

201=L ll

195± 18

254± 19

223=ヒ7

230=L12

239± 16

228± 18

217=L19

216=L15

0

75」ヒ6

90==4

5±3

8 5±3

98」ヒ2

43± 11

90± 4

95=L3

58± 7

100

98」ヒ2

98=L2

100

100

・100

100

100

100

100

98=L2

1 4 4 ± 6 5

14.7± 6.7

15.5± 3 9

12.7± 10

12 5=L10 2

14 6=ヒ3.1

114± 43

122± 46

14 2±7.1

90± 62

89± 61

11.7±32

94± 29

8.8±3.4

9.5±47

8 1±53

74± 46

95± 29

74± 6 1

73± 42

121±16(0.59)y

196±12(0.89)

210±20(0.92)

200±7(0.94)

235±11(1.30)

233±12(1.29)

208±17(1.12)

234±17(108)

218±11(1.05)

191±12(0.95)

228±12(124)

231±19(1.21)

212±18(105)

249±17(1.28)

269±11(106)

260±11(117)

291±10(1.27)

342±39(143)

239±24(1.05)

267±15(1.23)

291±19(1.35)

1±0 4

1 8±4

20=L3

1 9±3

431=6

55=ヒ5

47± 11

58=L5

35=L3

6 6±8

53±5

52=L8

91± 15

46=ヒ8

80三L8

129=L8

76=ヒ7

105± 12

82± 11

601L9

70t7

29

34

39

40

35

40

31

38

40

37

39

38

37

40

40

38

37

36

39

40

37

0

29± 5

28=ヒ3

13=L7

65=L4

74=ヒ3

45=L5

45=L3

45=L3

6 1±7

64± 4

77=L6

75± 10

72=L7

78=ヒ5

97」ヒ5

9 8±4

105=L5

87=ヒ6

82=L5

102±3

Number of  bulb lets wi th leaves courr ted dai ly  for  3 weeks af ter  t ransplant ing;  the mean t ime of  leaf  emergence
was calculated as fo l lows:  Mean t ime of  leaf  emergengg: l  (Days to leaf  emergencexNumber of  bulb lets wi th
leaves) iTotal  number of  bulb lets wi th leaves wi th in 3 weeks af ter  t ransplant ing.
Parenthesized f igures represent the rat ios of  the mean f resh weight  of  harvested bulb lets to that  of  bulb lets on
transplant ing in soi l .

ジベ レリン単独処理によってヒメサユリ子球の体眠打

破は十分に行われなかった理由は幾つか考えられる 第
一には,処 理 したジベ レリンの種類や濃度が適当か どう

かの問題があろ う.低 温処理を全 くしなかった ヒメサユ

リ子球を移植する前に100～1000 mg″の GA3で処理
した場合,250 mgノ′以上の濃度では出葉開始日や最終
出葉率に大きな差がなかったことか ら (第 3図 ―A),供

試 した GA3濃 度がヒメサユ リ休眠打破に不適当であっ

たとは考え難い。一方, ジベ レリンの種類については本

研究では検討 しなかったが,チ ュー リップ(5)や カノコ

ユリ(14)の成球では GA3よ りも GA4+7の 方 が茎伸長

にやや効果が大きいことか ら, ヒメサユ リ子球の体眠打

破 とジベ レリンの種類及び濃度の影響については今後調

べる必要があろう.第二には,ヒメサユリ子球の体眠打破

に対 して低温とジベレリンの作用に本質的な違いがある

のではないかと考えられる.チ ューリップやユリの球根

では,低 温は炭水化物やジベレリンばか りでなくオーキ

シンやアブシジン酸の消長に影響 している(1,2,3,18).

このような複雑な諸反応をジベレリンの単独処理で制御

することはかなり難 しいのではないかと思われる.チ ュ

ーリップの促成栽培では, 8週 間低温処理とジベレリン

処理を併用すると12週間低温処理と同等の促成効果が得

られ(5),本研究でも2週間以上の低温処理 した子球を

ジペレリン処理すると出葉率及び 子球 の生長 が促進さ

れ, 6週 間以上低温処理 した子球では平均出葉日も早く

なった (第2表 ).こ れらの結果は,子 球 の正常な生育



のために必要な低温量が不足 している場合でも,あ る反

応が子球内に誘起された りあるいは一定のレベルまで達

している場合には,外 生 ジベ レリンは子球の生長に必要

ないくつかの諸反応を引き続き推進す るのではないか と

推察された。 しか しこの点を明らかにするには,低 温処

理, ジベ レリンの単独処理及び両者の併用処理によって

ヒメサユ リ子球内に起こる生理 ・生化学的な変化を詳 し

く検討する必要があろ う.

摘   要

試験管内で培養 した ヒメサユリ子球の移植後の生育を

確実に行 う方法を確立す るため, 150～ 3001x,24± 1°C

で培養 したヒメサユ リ子球を用いて,移 植前の処理温度

と期間及び種々の濃度の GA3'溶 液への浸漬処理の効果

について調べた。

(1)試 験管か ら取 り出してそのまま移植 したヒメサ

ユリ子球は出葉せず,子 球の体眠打破には 8°C以 下の低

温処理が必要であることがわかった

(il)4° C,12週 間低温処理 した子球 は 移植後の栽培

温度(15,20,25°C)に は とんど影響 されず,移 植20日後

にはすべての子球が出葉 した.し か し処理期間が10週間

以下の子球では,出 葉開始及び出葉率は移植後の栽培温

度の影響を受けた。これらのことか ら, ヒ メサユリ培養

子球を移植する場合は,4°Cで 12週間以上の低温処理が

必要であると結論された.

(lii)低 温処理 を全 くしなかった 子球及び 短期間の

4°C低 温処理 した子球を種々の濃度の GA3溶 液 に24時

間浸漬 したあと移植 した.250 mg′ ′以上の GA3単 独処

理は子球の出葉に効果を示 したが, 低 温処理 と GA3処

理をした子球 と比べ出葉開始 は 大幅に遅れ, GA3単 独

処理は低温による休眠打破効果を完全には代替出来ない

ことがわかった.

(iv)2週 間以上低温処理 した あと, 250または500

mg′′GA3溶 液に浸漬 して移植 した 子球 の 平均出葉日

は,低 温処理のみの子球 と比べて早まった.ま た,移 植

12週間後の子球生体重の増加率も,12週 間低温処理のみ

行った子球 と比べほぼ等 しいかまさっていた。以上のこ

とから, ヒメサユリ培養子球の休眠打破に必要な低温処

理期間は GA3浸 漬処理を併用することにより大幅に短

縮され,子球の生長も促進されることが明らか となった。
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